
CONTENTS

P.1 ……平塚市情報　
P.２……センターレポート　「市民活動団体のための広報講座」　
P.3 ……お役立ち情報
P.4 ……センター情報・平塚市情報

●ひらつか市民活動センターのホームページをぜひ
　　　　　ご活用ください！！

センター情報 団体イベント情報 センター開催報告助成金情報
センターから発信する様々な報告・情報を
右記の二次元コードから見られます。

平塚市情報

令和７年度　寄附の報告
市民活動支援のために、合計229,790円の御寄附が集まりました！
たすけ愛文庫（センター窓口前）からの寄附…１１５，２３４円

（読み終わった本の寄附も募集中です！）

今年度も随時、御寄附をお待ちしております。市民活動支援のための御寄附をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平塚市協働推進課

センターレポート

“伝える”広報から “伝わる”広報へ！
NPO/市民活動団体のための広報講座を開催しました。
“伝える”広報から “伝わる”広報へ！
NPO/市民活動団体のための広報講座を開催しました。

ひらつか市民活動センター情報紙

ひらつか市民活動センターは、さまざまな分野の市民活動団体やボランティアなどで活動されて
いる人たちや、これから活動しようとしている人たちを応援します。
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センターレポート

“伝える”広報から “伝わる”広報へ！
NPO/市民活動団体のための広報講座を開催しました。

　市民活動センターでは毎年「市民活動の現状に関するアンケート」を実施して
います。その結果から、今後の活動に“情報発信力”が必要だと考える団体が増え
ており、センターへの支援ニーズとして「広報スキル」を求める声も年々高まっ
ています。
　こうした状況を受け、令和７年度の広報講座では、認定NPO法人森ノオトの
北原まどか理事長を講師に迎え、２回の講義＋成果報告会の全３回構成で実施し
ました。

●第1回講座（11月30日）……

　　広報の基本を学ぶ「つながる広報とは？」

●第２回講座（1月17日）…… “伝わる”広報とは？

●第３回講座（２月２１日）……成果報告会

　初回は「広報とは何か」をテーマに、情報発信との違
いを学びました。HPやSNSで情報を届ける“発信”に
対し、“広報”は人や地域、団体など社会との関係づくり
のための活動です。
　外部との関係を築くためには、まず団体の原点を見
つめ直し、「どのような社会を目指すのか（ビジョン）」
「その実現のために何をするのか（ミッション）」を言語
化することが重要だと学びました。これにより団体の
強みが明確になり、外部にも伝わりやすくなります。
　後半は「ステークホルダーの再確認」。ステークホル
ダーとは、その団体の活動に影響を与える関係者のこ
とを言います。会員や参加者などの直接的な関係者だ
けでなく、一般市民、他団体、企業などの間接的な関
係者にも目を向けることで、「誰に情報を届けるのか」
を具体的に考える視点が得られました。

　情報があふれる時代、発信しても相手に届かなければ
「伝わった」とは言えません。第2回では、“伝わる”状
態とは何かを学びました。
　チラシや HP、SNSなど手段が増える一方で、受け手
の視点に立ち、「誰に」「何を」「どのように届けるのか」
を丁寧に考えることが欠かせません。ワークでは、各団
体が事業の参加者像を具体的に描きながら広報戦略を
立てました。
　すぐに成果が出なくても、日常的に多様な広報ツール
を使うことで精度は高まります。広報を考えることは、
団体の基盤を強くすることにつながるという学びが共
有されました。

◆チラシ・リーフレットを持ち寄り発表◆
　最終回では、参加団体が作成した成果物（チラシ・
リーフレット等）を披露しました。
　２回の講座の学びを活かして作成された成果物は目
を見張るほどでした！
参加者からは、
　・仲間との意識を高めることができた。
　・苦労して作ったチラシですが、世に出す前に客観
　　的なご意見をいただけて本当によかった。
　・団体のことを見直すきっかけをいただきました。
などの声が寄せられました。
　講座を通して、広報に必要なのはデザインや技術だ
けではなく、団体の大切にしたい価値を言語化し、
共有するプロセスであることに気づけたのではないで
しょうか。今回の学びが、今後の活動に活かされるこ
とを期待しています。

●センターでは令和8年度も、NPO/市民活動団体の
強みを活かす「広報・情報発信」を学ぶ講座を企画す
る予定です。
センターWebサイトや FBでも発信しますので、ぜひ
ご参加くださいね。

参加団体（五十音順・敬称略）
●あそびのスタジオ pepika ●親の会パレット
●NPO法人子育ての輪 Lei ●湘南いきいきリンパの会
●NPO法人湘南NPOサポートセンター ●湘南平塚断酒新生会
●平塚市手をつなぐ育成会 ●フラワーセラピー研究会平塚地区

▲講師の北原まどかさん

▲完成したチラシに付箋でコメントを寄せました

▲完成したチラシを持って記念撮影！
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お役立ち情報

　202６年1月15日（木）から2月20日（金）にかけて「市民活動団体の現状に関するアンケート」を
実施しました。質問を送付した332団体のうち169団体（51%）から回答を頂きました。
その集計結果の一部をご紹介します。

令和７（2025）年度
　団体アンケート調査結果（抜粋）

団体の平均年齢

平均年齢別にみると60代以上が過半数の58%となっ
ており、会員の高齢化が課題の一つであることが分か
ります。

60代以上では週単位で活動されている団体も多くみ
られますが、50代以下の団体では月単位での活動が
多く、家事や仕事との両立が理由と思われます。

活動頻度

今後注力すべき課題は?

人材不足は全世代共通の課題ですが、50代 以下では
「組織体制」や「資金調達」を課題とした比率が60代
以上の団体より大幅に多く見られました。
70代 以上の団体では3割が「活動場所の確保」を課題
としています。

50代 以下の団体では「組織基盤強化」、「資金調達」、 
「法人事務」などの運営に関する支援を必要とする団
体がそれ以上の世代より多く、60代以上では「オン
ライン活用」、「広報スキル」などの周知活動に対する
 支援を必要とした団体の比率が高くなっています。

今後の活動に必要な支援は?

防災活動に連携・協力できますか? どんな局面で防災活動に協力できますか?

■■多様な分野の団体から協力のお申し出をいただきました。センターでは災害時の連携を進めて参ります。■■

人材の確保と育成

情報発信、広報活動

行政との協働

地域や他団体との連携

活動場所の安定確保

収入源、資金調達方法

組織の仕組み体制

特にない。現状通り

IT、デジタル化対応

その他

■５０代以下
　（46団体）
■６０代
　（53団体）
■７０代以上
　（44団体）
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〒254-0045
神奈川県平塚市見附町 1-8
TEL●0463-31-7571　　FAX●0463-35-6601
Eメール●info@hiratsuka-shimin.net
URL●https://hiratsuka-shimin.net
センター登録団体数（2026年４月 15日現在）
登録団体数●460 団体
　　　　　　（内訳　市民活動団体…330 団体、一般団体…130 団体）

　　　

ひらつか市民活動センター　
（開館時間 9：00〜22：00年末年始、施設点検日を除く）
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編集・発行

編集後記

　3面には市民活動の現状に関するアンケート調査結果の一部を掲載しました。調査報告書はセンターHPからもご覧いただけます。
センターでは、アンケート結果を踏まえ、令和 8年度も団体の活動のお役に立てるような研修や交流会を予定しています。
是非ご活用ください。

センター情報

平塚市情報

2026年（令和8年）5月（No.50）

●団体活動にお役立てください！
ひらつか市民活動センターの令和８（202６）年度の事業概要をご案内いたします。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　（ボランティアしてみたい、団体運営で悩みがある等、お気軽にご相談ください）
　■専門相談（まずはご一報ください。日程調整します）　
　■窓口相談（センター開館日 9 : 00〜21:30）

　支援者間交流会、防災座談会、何かやりたい人が話す場とつながりの会、他

　4/26（日）
　緑化まつり出展

　AI講座、助成金講座、広報講座、NPO会計・税金相談会、NPO法人の設立と運営、他

※詳しい日程・内容は随時ホームページ・情報紙・メールマガジン・FB等でお知らせします。

7/25（土）
　こどもわくわくフェスタ

イベント

講　　座
交　　流

NPO・市民活動相談

11月下旬（予定）
　ひらつか市民活動センターまつり

　令和８年３月７日（土）に令和８年度に実施する補助事業の審査会を開催し、次のとおり採択されました。
補助金を活用する事業に興味のある団体は平塚市協働推進課までお問い合わせください。

❶横内まちづくりを考える会（補助額：１０万円）…横内「マイタウンふれあい散策路」整備計画案に関する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デザイナー謝金、印刷費、ＰＲパネル製作費
❷「誰でも囲碁ｉｎ平塚」実行委員会（補助額：１０万円）…ふれあいコンサート出演者等謝金

入門コース

発展コース
❶一般社団法人　Ｆ-ＳＴＹＬＥスポーツクラブ（補助額：３０万円）…ボッチャ体験会に関する協力者謝金、備品の購入、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チラシ製作費　
❷カベラ日本語の会（補助額：２１万円）…日本語教室に関する会場使用料、備品の購入、実践ノートの製作費、教材の購入

※事業内容等はこちら◆https://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/kyodo/page37_00014.html▶

●４団体事業が採択、総額７１万円！

第２０回ひらつか市民活動センターまつり実行委員大募集！
　「ひらつか市民活動センターまつり」はより多くの市民の皆さんに市民活動を知っていただく
機会として、また団体間の交流を目的として毎年秋に開催しています。
今年もおまつりを企画から運営まで盛り上げてくれる実行委員を募集します！
アイデアを持ち寄り楽しいおまつりにしていきましょう。是非奮ってご参加ください！

日時●6月１２日 (金)18：00～19：30　 場所●ひらつか市民活動センター

夏休みこどもわくわくフェスタ 202６　開催のお知らせ
　夏休みの一日を楽しく過ごしてみませんか？
楽しく遊んで学べるイベントが盛りだくさん！ お友達やご家族お誘い合わせの上ご来場ください！
日時●7月25日（土）10：00～14：00（入退場自由）　会場●ひらつか市民活動センター・崇善公民館
対象●近隣（崇善・松原）学区の小学生及び未就学児・保護者　※ひらつか市民活動センターと崇善公民館の共催事業です。

　第1回実行委員会


